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2019 年 比較家族史学会第 66 回 秋季北京大会のご報告 

 
2019 年の秋季大会は国際化第 2 弾として、中国社会科学院ならびに中国社会学会家庭社会学

専門委員会の協力を得て、北京での開催となりました。国内のように自由参加とはなりませんで

したが、「高齢化する中日社会における家族の変化と社会的支援」をテーマにシンポジウムを実施

しました。日本側・中国側から各 10 本の報告があり、たいへん充実したシンポジウムを開くこと

ができました（参加者は日本側 16 人、中国側 38 人）。 
従来から東アジア家族の共通性は広く理解されていましたが、今回それに加えて 2019 年時点

の「共時性」を痛感する大会でもありました。家族研究における国際化の意義があらたな次元に

入ったように思われます。北京秋季大会は終了しましたが、日本側の報告の多くは来年度の『比

較家族史研究』に掲載されます。また、日中双方を合わせた中国語版の出版も計画されています。

合わせてご参照ください。 
翌日は中国側の先生方、施設の方の案内のもと、巨大な高齢者複合施設「燕達金色年華健康養

護センター」を見学しました。高齢者施設の見学と聞き建物の中を見学すると考えていましたが、

実際は「町歩き」でした。もちろん内部も見せていただきましたが、病院、介護付住宅、一般住

宅、教会や寺院、スポーツ施設、老人大学など、何十棟もの建物が建ち並び、川が流れ、木々が

覆うゲイティッド・シティでした。見学しながら居合わせた入居者やスタッフの方にお話を伺う

こともできました。中国の高齢者を取り巻く新たな状況を垣間見ることができました。 
 
【日程】2019 年 9 月 21 日（土）・22 日（日） 
【日本側運営委員】落合恵美子・賽漢卓娜・山田昌弘・小池誠 
【主催・共催】中国社会科学院（日本研究所・社会学研究所・日本研究所中日社会文化研究セン

ター）・中国社会学会家庭社会学専門委員会・比較家族史学会 
【シンポジウム言語】日本語・中国語（同時通訳あり） 
 
 9 月 21 日（土）シンポジウム：高齢化する中日社会における家族の変化と社会的支援  

【プログラム】 

第一セッション：高齢化社会と家族の新たな課題 

司会：張季風（中国社会科学院）・楊菊華（中国人民大学） 

9:00-9:15  鄭真真（中国社会科学院） 

  中国高齢者の家庭支援と社会サービスの利用 

9:15-9:30  落合恵美子（京都大学） 

  長寿革命は社会に何を要請するのか 
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9:30-9:45   王偉（中国社会科学院） 

  中日両国における出産率の低下過程及び政策対応の比較 

9:45-10:00  瀬地山角(東京大学)  

北東アジアにおける高齢者労働の比較研究 

10:00-10:15 孫薇薇(中央財経大学)  

社会支援と中国農村高齢者の心理健康  

——社会支援状況、支援満足度の役割メカニズムをもとに 

10:15-10：45 自由討論 

第二セッション：ケアとジェンダー 

司会者：劉汶蓉（社会科学院）・賽漢卓娜（長崎大学） 

11:00-11:15 鄭楊（ハルビン師範大学） 

三重の期待：中国の都市家庭における母の職規範の変遷 

——中日大学生意識調査をもとに 

11:15-11:30 宮坂靖子（金城学院大学） 

高齢者介護規範と専業母規範からみる中日家族の変容 

——中日大学生に対する意識調査をもとに 

11:30-11:45 多賀 太（関西大学） 

男性のケア役割遂行と男性性の変容 

11:45-12:00 翁文静（九州大学） 

中国都市部におけるケア文化の変容と受容―月嫂と医療養老護理員を中心に 

12:00-12:30 自由討論 

第三セッション：世代間関係とその変遷 

司会：胡澎（中国社会科学院）・平井晶子（神戸大学） 

14:00-14:15  山田昌弘（中央大学） 

親同居未婚者の将来———家族の高齢化の東アジア的特徴 

14:15-14:30  鄭丹丹（華中科技大学） 

中国家族における世代間関係の個別化のプロセスとその影響 

14:30-14:45  山根真理（愛知教育大学） 

世代間関係と支援ネットワークの日韓比較 

14:45-15:00  田嫄（お茶の水女子大学） 

日本と中国の育児世代のライフスタイル選択 

―役割調整のための資源利用の視点から 

15:00-15:15  税所真也（東京大学） 

高齢者の財産管理に関する家族の中日比較研究 

―成年後見をとおした家族のあり方 
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高齢者の財産管理に関する家族の中日比較研究 

―成年後見をとおした家族のあり方 

15:15-15:45  自由討論 

第四セッション： 介護、福祉と家庭政策 

司会者：李璟嫄（岡山大学）・朱安新（南京大学） 

16:00-16:15  周維宏（北京外国語大学） 

社会福祉政策の新基本原則：「ケア・ダイヤモンド」の意義と課題 

16:15-16:30  加賀谷真梨（新潟大学） 

地域介護が変える死のかたち―沖縄・波照間島での実践を事例に 

16:30-16:45  賈雲竹（北京協力人口と社会発展研究所） 

中国の都市における在宅介護の家庭支援政策研究 

16:45-17:00  丁英順（中国社会科学院） 

日本における独居高齢者問題の研究  

17:00-17:15  于建明（民政部政策研究センター） 

政策の視点における家庭のケア 

17:15-17:30  鐘暁慧（中山大学） 

 改革開放以来の政策過程における積極的な家庭 

17:30-18:00  自由討論 

18:00-18:20 閉会式 

司会者：呉小英（中国社会学会家庭社会学専門委員会会長、中国社会科学院） 

会議総括 

落合恵美子（比較家族史学会会長） 

張季風    （中国社会科学院日本研究所副所長） 

18：30-20:30 懇親会 

  

 9 月 22 日（日） 見学会：燕達金色年華健康養護センター  

2016 年から運営が開始された民間の複合高齢者施設に行きました。住居は、介護付きのも含

め 2016 年の第一期に 2300 戸、2018 年の第二期に 8000 戸が建設され、現在もなお増築が続いて

います。室内は最新のケア体制が整えられ、大勢のスタッフが余裕をもって対応していまし

た。数万人の住民と、およそ 3000 人のスタッフを擁する巨大施設でした。 （平井晶子） 

 

委員会報告 

【庶務委員会】 

（１）理事選挙 

次期理事選挙を実施します。本年 12 月に投票用紙をお送りし、1 月に返信いただく予定で

す。選挙権者・被選挙権者は、会費納入が済んでいることが条件となります。 

（２）会費納入 

会費未納の会員については、会費振込用紙を同封させていただいております。学会費を納
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入していただきますようにお願い申し上げます。 

（３）会員情報の変更 

会員情報の変更がある場合には、学会事務局までご連絡ください。所属・住所などの変更

のほかに、特別会員や終身会員を希望する場合にもご連絡ください。 

また、学会の案内をメールにて発信していますが、不達が多くなっています。メールアド

レスを変更された場合にも、学会事務局までご連絡ください。 

 

【企画委員会】 

（１）2020 年の春季大会・秋季大会 

次の春季大会は、2020 年 6 月 20 日（土）・21 日（日）に京都大学で開催します。シンポジウ

ムのテーマは「チャイナパワーとアジア家族：東アジアは「儒教社会」か（仮）」です。落合恵美

子先生と小浜正子先生を中心に企画が進んでいます。京都は年間を通じてホテルの予約が取りに

くいです。ぜひ早めにご準備ください。京都市内が難しい場合、大津や高槻、新大阪も比較的便

利です。ご活用ください。 

春季大会では自由報告も募集します（後日メールにて募集を行います）。積極的なご応募、お待

ちしております。 

2020 年秋季大会は、熊本の尚絅大学で開催します。こちらは尚絅大学の宇野文重先生、柴田賢

一先生、熊本大学の梅澤彩先生にご準備いただいています。詳細は次の会報でお知らせします。

楽しみにお待ちください。 

（２）シリーズ出版 

 シリーズ「家族研究の最前線」の第 4 弾、小島宏・廣嶋清志編『人口政策の比較史――せめぎ

あう家族と行政』（日本経済評論社）が先月出版されました。割引で購入できる申込用紙を同封し

ていますので、ぜひお買い求めください。既刊のシリーズ①②③も申し込みできますので、この

機会にどうぞご購入ください。ご協力、なにとぞよろしくお願いします。なお、既刊のシリーズ

については、諸学会誌（日本家族社会学会、日本人口学会、政治経済学・経済史学会、日本村落

研究学会、日本家政学会家族関係部会など）の書評に取り上げられ高い評価を得ていることを附

記します。 

 今回のシリーズが来年度出版予定の第 5 巻『世代間関係（仮題）』で終了するため、今後の出版

計画について検討中です。 

 
理事会議事抄録 

2019 年 6 月 13 日（金）にお茶の水女子大学で開催された理事会の議事録抄録を掲載します。 

I.審議事項 

1.平成 30 年度決算について 

会費未納者に督促状を郵送したこともあり、納入率は向上したが、財政確保が課題である。 

2.平成 31 年度予算について 
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2.平成 31 年度予算について 

前年度並みの予算であるが、理事選挙の費用を計上した。 

I.報告事項 

1.庶務委員会 

①会計監査の補充 

会計監査の高木侃先生が逝去されたため、後任として藤井勝先生が就任した。 

②会報の HP 掲載について 

個人情報を除いて、会報のバックナンバーを HP に掲載する。 

③理事選挙について 

「役員選挙規程」に従って選挙を実施する。 

④会計処理について 

通帳の名義を変更し、通帳を統合する予定である。会費振込口座の振り込み通知の有料

化にあたり、Web 管理を毎日学術フォーラムに委託する。 

⑤学会の維持について 

学際的な貴重な学会であり、どのように維持していけるかを検討する必要がある。 

2.企画委員会 

①既刊本、刊行予定本について 

既刊本の販売状況の報告が行われた。『子どもと教育』が 2018 年 12 月出版された。『人

口政策』は 2019 年の 9 月頃に出版予定である。シリーズ（『家と共同性』『出会いと結婚』）

が書評として多く取り上げられている。 

②研究大会（2019 年秋季北京大会） 

2019 年秋季北京大会では、日本側の研究発表が 10 本行われる予定であり、エクスカー

ションも実施される。発表された原稿は、中国側の希望で中国語の論文集として刊行され

る。大会費用は、中国側が負担する予定である。北京大会の発表は、『比較家族史研究』に

掲載する可能性を中国側に確認する。 

③研究大会（2020 年春季大会） 

落合会長を中心として 6 月に京都大学で「儒教と家族」をテーマとして開催する。 

④研究大会（2020 年秋季大会） 

宇野文重先生・柴田賢一先生が中心となって 11 月に尚絅大学で開催する。 

⑤2020 年秋季大会以降の研究大会 

「系譜」「LGBT」「単身・一人親」などのテーマが紹介された。 

⑥今後の出版計画 

日本経済評論社による継続には多くの課題があることが報告された。今後、出版形式や

出版社に関する再検討が必要である。 

3.渉外委員会 

2019 年秋季北京大会に関する報告が行われた。 
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4.編集委員会 

①『比較家族史研究』第 33 号の刊行、第 34 号の編集状況 

第 33 号が刊行され、第 34 号が編集中であり、2018 年度秋季大会（韓国大会）の特集

が掲載予定である。 

②Web 上でのバックナンバーの公開 

公開の手続きとしては、2018 年 12 月、2019 年 3 月の会員向け一斉メールで「会告」

が出る旨を連絡、2019 年 3 月 31 日に学会 HP にて「会告」が掲載されている。今後、第

33 号の末尾、『会報』72 に「会告」を掲載される。 

2019 年度中に著作権に問題が残る箇所がないかを編集委員が確認する。HP で公開する

ためのデータ作業は、学会 HP 運営会社に依頼する予定であり、スキャニング作業の費用

は、保守費で対応していただくこことなっている。2020 年 4 月 1 日バックナンバー（J-

STAGE にて公開されていない創刊号から第 23 号掲載の論文・研究ノート等）を学会 HP

上に公開予定である。 

③『比較家族史研究』第 35 号の特集について 

2019 年秋季大会の特集を組むこととなるが、中国側に論文を掲載できるかを確認した

上で、許可が得られた場合、掲載する報告の選定と依頼を行う。 

 

訃報 

本学会の元会長の利谷信義先生が逝去されました。本学会の発展にご尽力いただきました。

心よりご冥福をお祈りいたします。追悼文は、『比較家族史研究』34 号に掲載されます。 
 

 会 告 
既掲載論文の著作権委譲に関するお願い 

 比較家族史学会では、現在、本会機関誌『比較家族史研究』掲載論文について、創刊号に遡って電子化

し、ホームページにて無料公開する計画を推進しております。対象は、現在、J-STAGEにて公開されてい

ない、創刊号～第23号の掲載論文を予定しております。 

 この計画を推進するに当たっては、著作権（日本の著作権法第21条～第28条）について、本会が著作権

者から譲渡ないし許諾を受けていることが必要となります。本会と致しましては、上記対象号における著

作権者の方々に、掲載論文に関する著作権のうち、複製権および公衆送信権（以下、この二つの権利を複

製権等という）を本会会長に委譲していただきたく存じます。 

 つきましては、上記対象号における著作権者のなかで、複製権等を本会会長に委譲することに同意され

ない方は、2020年3月31日までに同意しない旨を記した書面（様式自由、要自署）を本会事務局までご提

出下さい。ご連絡がない場合には委譲をご了承いただいたものとして処理させていただきます。 

 なお、今回の複製権等の委譲は、『比較家族史研究』を電子公開することが目的であり、著者が著者自

身の研究活動に使用するに際には、投稿規程に従うものと致します。 
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